
令
和
二
年
法
律
第
五
十
六
号

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
及
び
財

産
を
保
護
す
る
た
め
、
防
災
工
事
等
基
本
指
針
の
策
定
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
指
定
、
防
災
工
事
等
推
進

計
画
の
策
定
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
等
に
係
る
国
の
財
政
上
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
集
中
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
農
業
用
た
め
池
」
と
は
、
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
平

成
三
十
一
年
法
律
第
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
業
用
た
め
池
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
」
と
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
農
業

用
た
め
池
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
防
災
工
事
」
と
は
、
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
を
防
止
す
る
た
め
に
施
行
す
る
工
事
（
農

業
用
た
め
池
を
廃
止
す
る
た
め
に
施
行
す
る
工
事
を
含
む
。
）
を
い
う
。

４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
劣
化
状
況
評
価
」
と
は
、
防
災
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
判
断
に
資
す
る
た
め
に
行

う
劣
化
に
よ
る
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
の
危
険
性
の
評
価
を
い
う
。

５
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
震
・
豪
雨
耐
性
評
価
」
と
は
、
防
災
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
判
断
に
資
す
る
た

め
に
行
う
地
震
又
は
豪
雨
に
よ
る
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
の
危
険
性
の
評
価
を
い
う
。

６
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
防
災
工
事
等
」
と
は
、
防
災
工
事
並
び
に
劣
化
状
況
評
価
及
び
地
震
・
豪
雨
耐
性
評
価

を
い
う
。

（
基
本
指
針
）

第
三
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
集
中
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
防
災
工
事
等
基
本
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

一
　
防
災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

二
　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
指
定
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

三
　
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
工
事
等
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
劣
化
状
況
評
価
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

ロ
　
地
震
・
豪
雨
耐
性
評
価
を
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
基
準
そ
の
他
地
震
・
豪
雨

耐
性
評
価
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

ハ
　
防
災
工
事
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

ニ
　
防
災
工
事
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
役
割
分
担
及
び
連
携
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
工
事
等
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

３
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
基
本
指
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
基
本
指
針
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
指
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
指
定
等
）

第
四
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
農
業
用
た
め
池
で
あ
っ
て
そ
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の

災
害
に
よ
り
そ
の
周
辺
の
区
域
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

も
の
を
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
長
の

意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
推
進
計
画
）

第
五
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
を
指
定
し
た
と
き
は
、
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
集
中
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
防
災
工
事
等
推
進
計
画
（
以

下
「
推
進
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
推
進
計
画
に
お
い
て
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

一
　
防
災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

二
　
劣
化
状
況
評
価
の
実
施
に
関
す
る
事
項

三
　
地
震
・
豪
雨
耐
性
評
価
の
実
施
に
関
す
る
事
項

四
　
防
災
工
事
の
実
施
に
関
す
る
事
項

五
　
防
災
工
事
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
市
町
村
と
の
役
割
分
担
及
び
連
携
に
関
す
る
事
項

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
工
事
等
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
推
進
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
長
に
協
議
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
都
道
府
県
知
事
は
、
推
進
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
二
項
の
規
定
は
、
推
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
都
道
府
県
の
援
助
）

第
六
条
　
都
道
府
県
は
、
推
進
計
画
に
基
づ
く
防
災
工
事
等
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
当
該
防
災
工
事
等
の
確
実
か

つ
効
果
的
な
実
施
に
関
し
必
要
な
技
術
的
な
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
前
項
の
援
助
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
に
対
し
、

必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
七
条
　
国
は
、
推
進
計
画
に
基
づ
く
事
業
及
び
前
条
第
一
項
の
援
助
の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
必
要
な

財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
債
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
八
条
　
地
方
公
共
団
体
が
推
進
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
す
地
方

債
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
資
金
事
情
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
が
許
す
限
り
、

特
別
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

２
　
こ
の
法
律
は
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
検
討
）

３
　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
推
進
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を

目
途
と
し
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講

ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
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